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目

次

人
事
委
員
会

○
在
宅
勤
務
等
手
当
に
関
す
る
規
則	

一

○
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

二

○
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

四

○
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

四

○
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

五

○
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

五

○
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
及
び
山
梨
県
学
校
職
員
の

勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

六

○
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

七

○
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

七

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

在
宅
勤
務
等
手
当
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

在
宅
勤
務
等
手
当
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
九
号
。
以
下
「
職
員
給
与
条

例
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
、
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
四
十

号
。
以
下
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
三
及
び
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例

（
昭
和
二
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
三
号
。
以
下
「
警
察
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
八

条
の
規
定
に
よ
る
在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
在
宅
勤
務
等
の
場
所
）

第
二
条
　
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
警
察

職
員
給
与
条
例
第
十
八
条
第
一
項
（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
等
」
と
い
う
。
）
の

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
所
は
、
住
居
に
準
ず
る
場
所
と
し
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
と

す
る
。

（
正
規
の
勤
務
時
間
か
ら
除
か
れ
る
時
間
）

第
三
条
　
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
等
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
は
、
次
に
掲
げ
る

時
間
と
す
る
。

一
　
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第

五
号
）
第
八
条
の
四
第
一
項
及
び
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十

九
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
七
号
）
第
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
又
は

職
員
給
与
条
例
第
四
条
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
八
条
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
四
条
に
規

定
す
る
祝
日
法
に
よ
る
休
日
等
若
し
く
は
年
末
年
始
の
休
日
等
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
（
い

ず
れ
も
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
間
を
除
く
。
）

二
　
休
暇
に
よ
り
勤
務
し
な
い
時
間
及
び
前
号
に
掲
げ
る
時
間
の
ほ
か
、
勤
務
し
な
い
こ
と
に
つ
き

特
に
任
命
権
者
の
承
認
が
あ
っ
た
時
間

（
一
箇
月
当
た
り
の
在
宅
勤
務
等
の
平
均
日
数
を
算
出
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
期
間
）

第
四
条
　
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
等
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
三
箇
月
と
す

る
。

（
確
認
）

第
五
条
　
任
命
権
者
は
、
在
宅
勤
務
等
手
当
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
職

員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
等
に
規
定
す
る
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
在
宅
勤
務
等
」
と

い
う
。
）
を
行
う
場
所
、
在
宅
勤
務
等
を
命
ぜ
ら
れ
た
日
数
そ
の
他
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一

項
等
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
必
要
な
事
項
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

2
　
任
命
権
者
は
、
前
項
の
確
認
を
行
う
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
職
員
に
対
し
在
宅

勤
務
等
を
行
う
場
所
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
の
提
出
等
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
支
給
日
等
）

第
六
条
　
在
宅
勤
務
等
手
当
は
、
給
料
の
支
給
日
に
支
給
す
る
。

2
　
在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
日
前
に
お
い
て
離
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
は
、
当
該
在
宅
勤
務

等
手
当
を
そ
の
際
支
給
す
る
。

3
　
職
員
が
そ
の
所
属
す
る
任
命
権
者
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
異
動
し
た
日
の
属

す
る
月
の
在
宅
勤
務
等
手
当
は
、
そ
の
月
の
初
日
に
職
員
が
所
属
す
る
任
命
権
者
に
お
い
て
支
給
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
員
の
異
動
が
当
該
在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
日
前
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
際
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
支
給
期
間
等
）
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梨
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二

手
当
」
を
加
え
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
イ
の
表
5
級
の
項
2
中
「換

地
管
理
員

」
の
下
に
「

工
事
施
工
管
理
員

」
を
、
「主

任
主
計
員

」
の
下
に
「

指
導
主
幹

」
を
加
え
、
同
表
6
級
の
項
1
中
「

グ
リ

ン
・
ゾ

ン
推
進

監

」
を
削
り
、
「富

士
山
登
山
鉄
道
推
進
監

」
を
「富

士
山
保
全
・
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
監

富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
推
進
監

」
に
、
「リ

ニ
ア
未
来
創
造
・
推
進
監

」
を
「リ

ニ
ア
・
次
世
代
交
通
推

進
監

新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
監

」
に
改
め
、
「

男
女
共
同
参
画
・
共
生
社
会
推
進
監

外
国
人

活
躍
推
進
監

」
を
削
り
、
「企

画
調
整
主
幹

」
の
下
に
「

未
来
設
計
専
門
企
画
監

」
を
加
え
、
「

大
気
水
質
指
導
監

」
、
「

工
事
施
工
管
理
監

」
、
「

観
光
企
画
監

富
士
登
山
対
策
監

」
及
び

「

財
務
審
査
監

」
を
削
り
、
同
項
4
中
「換

地
管
理
員

」
の
下
に
「

工
事
施
工
管
理
員

」
を
加

え
、
同
項
5
中
「

財
務
審
査
幹

」
を
削
り
、
「技

術
審
査
幹

」
の
下
に
「リ

ニ
ア
駅
周
辺
整
備
幹

」

を
加
え
、
同
表
7
級
の
項
1
中
「

グ
リ

ン
・
ゾ

ン
推
進
監

」
を
削
り
、
「富

士
山
登
山
鉄
道
推

進
監

」
を
「富

士
山
保
全
・
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
監

富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
推
進
監

」
に
、

「リ
ニ
ア
未
来
創
造
・
推
進
監

」
を
「リ

ニ
ア
・
次
世
代
交
通
推
進
監

新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進

監

」
に
、
「

D
X
推
進
監

男
女
共
同
参
画
・
共
生
社
会
推
進
監
若
し
く
は
外
国
人
活
躍
推
進
監

」

を
「若

し
く
は
D
X
推
進
監

」
に
改
め
、
同
表
8
級
の
項
1
中
「地

域
ブ
ラ
ン
ド
・
広
聴
広
報
統
括

官

」
の
下
に
「

富
士
山
保
全
・
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
統
括
官

」
を
加
え
、
「

男
女
共
同
参

画
・
共
生
社
会
推
進
統
括
官

」
を
削
り
、
「技

監

」
の
下
に
「

歳
入
確
保
対
策
監

」
を
加
え
、
同
表

9
級
の
項
2
中
「地

域
ブ
ラ
ン
ド
・
広
聴
広
報
統
括
官

」
の
下
に
「

富
士
山
保
全
・
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
推
進
統
括
官

」
を
加
え
、
「

D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
又
は
男
女
共
同
参
画
・
共
生
社
会

推
進
統
括
官

」
を
「又

は
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
ハ
の
表
5
級
の
項
1
中
「副

薬
剤
部
長

」
の
下
に
「又

は
指
導
主
幹

」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
ニ
の
表
5
級
の
項
2
中
「主

幹

」
の
下
に
「又

は
指
導
主
幹

」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
ホ
の
表
3
級
の
項
中
「又

は
専
門
研
究
員

」
を
「

専
門
研
究
員
又
は
指
導
主
幹

」
に
改

め
る
。

別
表
第
二
ヘ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
七
条
　
職
員
が
新
た
に
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
等
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
す
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
等
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

期
間
以
上
の
期
間
、
在
宅
勤
務
等
手
当
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
在
宅
勤
務
等
手
当
を
支
給
さ
れ
て

い
る
職
員
が
職
員
給
与
条
例
第
十
七
条
第
一
項
等
の
職
員
た
る
要
件
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
た
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
要
件
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
月
以
後
、
在
宅
勤
務

等
手
当
を
支
給
し
な
い
。

（
雑
則
）

第
八
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
在
宅
勤
務
等
手
当
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員

会
が
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

2
　
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
在
宅
勤
務
等
手
当

（
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

3
　
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
在
宅
勤
務
等
手
当

（
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

4
　
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
　
在
宅
勤
務
等
手
当

（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

5
　
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三

年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
「
通
勤
手
当
」
の
下
に
「
、
在
宅
勤
務
等



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
二
号
　
　
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
域
防
災
幹

項
、
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
審
査
幹
」

を
「
地
域
防
災
幹
」
に
改
め
、
同
部
総
合
理
工
学
研
究
機
構
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

産
業
技
術
短
期
大
学

校

事
務
局
長

三
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
又

は
二
種
）

校
長

四
種

事
務
局
次
長

五
種
（
都
留
に
駐
在
す
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

教
務
指
導
部
長

七
種

峡
南
高
等
技
術
専
門

校

校
長

五
種

副
校
長

七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

五
種

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
女
性
相
談
所
の
項
中
「
女
性
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
部
森
林
総
合
研
究
所
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
部
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
中

4
級

指
導
主
幹
の
職
務

「
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
本
庁
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

男
女
共
同
参
画
・
共
生
社
会
推
進
統
括
官
」

「
感
染
症
対
策
統
轄
官
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
感
染
症
対
策
統
轄
官
補
」
を
「
富
士
山
保
全
・
観
光
エ
コ

D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
次
長
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
推
進
統
括
官
」
に
、
「
次
長
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
確
保
対
策
監
」
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
山
登
山
鉄
道
推
進
監

監
　
　
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

を
　
富
士
山
保
全
・
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
監
　
に
、
「
リ
ニ
ア
未
来
創
造
・
推
進
監
」
を

」
　
　
富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
推
進
監
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
D
X
推
進
監

リ
ニ
ア
・
次
世
代
交
通
推
進
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
　
男
女
共
同
参
画
・
共
生
社
会
推
進
監
　
を
「
D
X
推
進
監
」

新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
監
　
」
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
国
人
活
躍
推
進
監
　
　
　
　
　
　
」

　
　
「
技
術
指
導
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
未
来
設
計
専
門
企

に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
技
術
指
導
監
」
に
、
「
未
来
創
造
推
進
監
」
を

　
　
　
工
事
施
工
管
理
監
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
創
造
推
進
監

　
　
　
　
　
「
大
気
水
質
指
導
監

画
監
　
　
　
　
企
業
立
地
推
進
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
下
水
道
管
理
監

　
　
　
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
企
業
立
地
推
進
監
」
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
下
水
道

　
　
」
　
　
　
観
光
企
画
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
審
査
監
　
」

　
　
　
　
　
　
富
士
登
山
対
策
監
」

管
理
監
」
に
改
め
、
同
部
大
阪
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

富
士
山
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー

副
所
長

五
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
、
峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の

研
究
管
理
幹

八
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
七
種
）

「

「

研
究
管
理
幹

八
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
七
種
）

「

「

特
別
研
究
員

六
種

研
究
管
理
幹

八
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
七
種
）

「

「

特
別
研
究
員
　

六
種

副
セ
ン
タ
ー
長

六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

「

「

特
別
研
究
員

六
種

研
究
管
理
幹

八
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
七
種
）

「

「



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
二
号
　
　
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

四

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
等
」
を
「
在
宅
勤
務
等
手
当
を
支
給
さ

れ
る
職
員
、
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
職
員
」
に
、
「
平
均
一
箇
月
当

た
り
の
通
勤
所
要
回
数
分
」
を
「
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
通
勤
所
要
回
数
分
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
と
し
、
人
事
委
員

会
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
」
を
「
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
通
勤
所
要
回
数

が
十
五
回
に
満
た
な
い
職
員
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2
　
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
二
項

第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
人
事
委

員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
と
す
る
。

一
　
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
通
勤
所
要
回
数
が
十
回
未
満
の
職
員
　
百
分
の
五
十

二
　
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
通
勤
所
要
回
数
が
十
回
以
上
十
五
回
未
満
の
職
員
　
百
分
の
二
十
五

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
中
茨
城
県
の
項
を
削
り
、
東
京
都
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
部
産
業
技
術
短
期
大
学
校
の
項
、
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
の
項
、

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同
部
峡
東
農
務
事
務
所
の

項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
部
中
北

建
設
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

に
改
め
、
同
部
リ
ニ
ア
用
地
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
表
教
育
委
員
会
事
務
局
の
部
本
庁
の
項
中
「
企

　
　
　
　
　
　
　
「
副
参
事

画
調
整
主
幹
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
調
整
主
幹
」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

特
別
研
究
員
　

六
種

副
セ
ン
タ
ー
長

六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

「

「

副
セ
ン
タ
ー
長

六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

「

「

副
セ
ン
タ
ー
長

六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

「

「

農
村
整
備
振
興
幹

七
種

工
事
施
工
管
理
幹

八
種

「

「

農
村
整
備
振
興
幹

七
種

「

「

工
事
施
工
管
理
幹

技
術
審
査
幹

八
種

「

「

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
幹

七
種

工
事
施
工
管
理
幹

技
術
審
査
幹

八
種

「

「

特
別
研
究
員
　

六
種

副
セ
ン
タ
ー
長

六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

「

「

特
別
研
究
員

六
種

研
究
管
理
幹

八
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
七
種
）

「

「

神
奈
川
県

横
浜
市

二
級
地

石
川
県

金
沢
市

七
級
地



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
二
号
　
　
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

五

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
無
給
休
職
者
　
（
」
を
「
無
給
休
職
者
（
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
刑
事

休
職
者
　
（
」
を
「
刑
事
休
職
者
（
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
非
常
勤
職
員
　
（
山
梨
県
非
常
勤

職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
」
を
「
非
常
勤
職
員
（
山
梨
県
非
常
勤
職
員

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
専
従
休
職
者
　
（
」
を
「
専
従
休
職
者
（
」

に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
無
給
派
遣
職
員
　
（
」
を
「
無
給
派
遣
職
員
（
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
十
一
条
第
二
項
第
五
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
項
第

八
号
中
「
除
く
。
）
」
の
下
に
「
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
期
間
を
控
除
し
て
得
た
期
間
の
二
分
の
一
の

期
間
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
除
く
。
）
」
の
下
に
「
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
と
し
て
在
職
し
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
期
間
を
控
除
し
て
得
た
期
間

の
二
分
の
一
の
期
間
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第
三

号
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
勤
務
日
及
び
勤
務
時

間
が
常
勤
の
職
員
と
同
様
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
」
を
「
と
し
て
在
職
し
た
期
間
」
に
改
め
、
同
項
中

第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
二
　
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日

現
在
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
任
用
の
期
間
に
引
き
続
く
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
（
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
を
含
む
。
）
に
つ
い
て

は
、
前
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
う
ち
給
料
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
期
間
（
人
事
委

員
会
が
定
め
る
期
間
を
除
く
。
）
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
期
間
を
控
除
し
て
得
た
期
間

十
三
　
基
準
日
現
在
に
お
け
る
任
用
の
期
間
に
引
き
続
か
な
い
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

在
職
し
た
期
間
（
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全

期
間

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
に
係
る
勤
務
期
間
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
女
性
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
防
疫
等
作
業
手
当
の
特
例
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

職
員
が
、
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成

二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
で
、
当
該
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
係
る
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

も
の
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
）
か
ら
住
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護

す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業
で
あ
つ
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
従
事
し
た
と
き

は
、
防
疫
等
作
業
手
当
を
支
給
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

2
　
前
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
千
五
百
円
（
緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置

に
係
る
作
業
で
あ
つ
て
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
に
従
事
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
千
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
応
じ
て
人

事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

神
奈
川
県

横
浜
市

二
級
地

石
川
県

金
沢
市

七
級
地



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
二
号
　
　
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

六

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
及
び
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
及
び
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事

委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
」

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
女
子
職
員
が
」
を
「
女
性
職
員
が
」
に
、
「
当
該
女
子
職
員
」
を
「
当

該
女
性
職
員
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
項
を
第
九
項
と
し
、
第
六
項
を
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項

中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の

次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

5
　
任
命
権
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
範
囲
内

に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
置
い
た
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
も
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
職
員
の
住
居
と
通
常
の
勤
務
場
所
と
の
間
の
移
動

に
要
す
る
時
間
が
一
時
間
を
超
え
る
と
き
　
当
該
移
動
に
要
す
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

二
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
若
し
く

は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
の
養
育
又
は
要
介
護
者
の
介
護
に
要
す
る
時
間
が
一
時
間
を
超

え
る
と
き
　
当
該
養
育
又
は
当
該
介
護
に
要
す
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

6
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
休
憩
時
間
の
延
長
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
休
憩
時
間
の
延
長
は
、
十

五
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
中
「
女
性
相
談
所
」
を
「
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
十
一
第
一
項
第
二
号
中
「
以
下
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
四
条
の

二
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
」
を
「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
に
、
「
養
育
す
る
」
を
「
扶
養
す
る
」
に
、
「
学
校
が
」
を
「
学

校
又
は
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
が
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
男
性
職
員
の
育
児
参
加
休
暇
」
を
「
育
児
参
加
休

暇
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
　
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
第
十
条
に
規

定
す
る
勤
務
期
間
は
、
第
十
一
条
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
第
二
号
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
（
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
場
合
を
除
き
、
引

き
続
き
在
職
し
た
期
間
に
限
る
。
）
か
ら
給
料
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
期
間
（
人
事
委
員
会
が
定

め
る
期
間
を
除
く
。
）
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該

期
間
か
ら
当
該
期
間
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
期
間
を
控
除
し
て
得
た
期
間
を
除
い
た
期
間
と
す

る
。

2
　
前
項
の
勤
務
期
間
に
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
算
入
す
る
。

一
　
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
常
勤
の
職
員
（
ロ
及
び

ハ
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
。
）
が
職
員
給
与
条
例
、
学
校
職
員
給
与

条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
つ
た
場
合

は
、
そ
の
期
間
内
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
者
と
し
て
在
職
し
た
期
間
（
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退

職
し
た
場
合
を
除
き
、
引
き
続
き
在
職
し
た
期
間
に
限
る
。
）

イ
　
職
員
給
与
条
例
、
学
校
職
員
給
与
条
例
又
は
警
察
職
員
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員

ロ
　
現
業
職
員

ハ
　
企
業
職
員

ニ
　
県
の
特
別
職
の
う
ち
人
事
委
員
会
が
定
め
る
者

二
　
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間

3
　
前
項
の
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
中
「
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
の
四
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二
を
第
十
三
条
の
三
と
し
、
第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二
　
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
成
績
率
は
、
当
該
職
員
の
職
務
に
つ
い
て
監
督
す
る

地
位
に
あ
る
者
に
よ
る
勤
務
成
績
の
証
明
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
勤
務
成
績
が
良
好
な
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果
が
な
い
職
員

（
次
号
の
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
　
百
分
の
百
二
・
五

二
　
勤
務
成
績
が
良
好
で
な
い
職
員
及
び
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を

受
け
た
職
員
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員
　
百
分
の
九
十
一
以
下

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
二
号
　
　
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

七

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
知
事
の
事
務
部
局
の
項
中
「
男
女
共
同
参
画
・
共
生
社
会
推
進
統
括
官
　
事
務
局
長
」
を
「
事

務
局
長
」
に
、
「
感
染
症
対
策
監
　
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
推
進
監
」
を
「
感
染
症
対
策
監
」
に
、
「
富

士
山
登
山
鉄
道
推
進
監
」
を
「
富
士
山
保
全
・
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
監
　
富
士
五
湖
自
然
首
都
圏

推
進
監
」
に
、
「
リ
ニ
ア
未
来
創
造
・
推
進
監
」
を
「
リ
ニ
ア
・
次
世
代
交
通
推
進
監
　
新
事
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
推
進
監
」
に
、
「
男
女
共
同
参
画
・
共
生
社
会
推
進
監
　
外
国
人
活
躍
推
進
監
　
管
理
監
」
を

「
管
理
監
」
に
、
「
理
事
　
技
監
」
を
「
富
士
山
保
全
・
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
統
括
官
　
理
事
　

技
監
　
歳
入
確
保
対
策
監
」
に
、
「
、
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
又
は
男
女
共
同
参
画
・
共
生
社

会
推
進
統
括
官
付
」
を
「
又
は
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
付
」
に
、
「
　
人
事
課
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
人
事
企
画
監
　
総
務
経
理
担
当
、
人
事
担
当
及
び
給
与
担
当
の
課
長
補
佐
　
人
事
担
当
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
人
事
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
事
企
画
監
　
総
務
経
理
担
当
、

び
給
与
担
当
の
職
員
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
支
援
室
　
室
長
補
佐
　
室
の
職
員

人
事
担
当
及
び
給
与
担
当
の
課
長
補
佐
　
人
事
担
当
及
び
給
与
担
当
の
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
教
育
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

員
会
の
項
中
「
参
事
」
を
「
参
事
　
副
参
事
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
細
　
　
谷
　
　
憲
　
　
二

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

別
表
第
二
9
の
項
中
「
男
性
会
計
年
度
任
用
職
員
の
育
児
参
加
休
暇
」
を
「
育
児
参
加
休
暇
」
に

改
め
る
。

（
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規

則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
二
項
中
「
任
命
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
項
を
第
七

項
と
し
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
二
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

3
　
県
教
育
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
範

囲
内
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
置
い
た
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
も
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す

る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
職
員
の
住
居
と
通
常
の
勤
務
場
所
と
の
間
の
移
動

に
要
す
る
時
間
が
同
号
イ
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
時
間
、
同
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
四
十
五
分
を
超
え
る
と
き
　
当
該
移
動
に
要
す
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

二
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
若
し
く

は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
の
養
育
又
は
要
介
護
者
の
介
護
に
要
す
る
時
間
が
同
号
イ
に
掲

げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
時
間
、
同
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
四
十
五
分
を
超
え
る
と

き
　
当
該
養
育
又
は
当
該
介
護
に
要
す
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

4
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
憩
時
間
の
延
長
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
休
憩
時
間
の
延
長
は
、
十

五
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
三
第
二
項
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
」
に
改
め

る
。第

七
条
の
十
一
第
一
項
第
二
号
中
「
以
下
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
三
条
の

二
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
中
学
校
修
了
前
の
」
を
「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
に
、
「
養
育
す
る
」
を
「
扶
養
す
る
」
に
、
「
学
校
」
を
「
学
校

又
は
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
男
性
職
員
の
育
児
参
加
休
暇
」
を
「
育
児
参
加
休

暇
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
9
の
項
中
「
男
性
会
計
年
度
任
用
職
員
の
育
児
参
加
休
暇
」
を
「
育
児
参
加
休
暇
」
に

改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
二
号
　
　
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

八

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
指
導
主
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
「
主
任

第
三
条
第
一
項
中
「
主
査
」
を
　
　
　
　
　
　
に
、
「
主
任
」
を
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
査
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
員
」

第
三
条
第
五
項
中
「
副
主
幹
」
の
下
に
「
、
指
導
主
幹
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
主
任
」
の
下

に
「
、
専
門
員
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


